
【資料３】

八尾市第６次総合計画後期基本計画（案）へのご意見と修正内容

 7月２日～7月31日にかけて実施した各評価部会において、委員の皆さまよりいただいたご意見とご意見に対する各施策案の修正状況についてお示ししております。

No 施策
めざす暮ら
しの姿

該当箇所 委員ご意見内容 後期基本計画案における考え方（担当課回答内容） 施策案の修正 修正有無の考え方

1 施策1 1 課題

課題の項目２について、「地域資源の開拓」とあるが、妊
娠・出産等に関する地域資源とは、なかなかイメージが
難しい。
関係機関・団体と連携・協働でやっていくということが
伝わるような言い回しに変えられてはどうか。

地域資源は、民間の団体である社会福祉法人や地域団体などを指してお
りますが、すべてを表記するには数が多くなるため、「地域資源」と表現し
ております。
公だけでできない部分を地域資源である社会福祉法人や地域団体であ
る町会、また民生委員の皆さまとともに子ども子育ての支援を進めてお
ります。

修正反映あり
「地域資源」とは、子育て支援に関わる多様な主
体であり、そのことが分かるよう課題に追記しま
す。

2 施策1 1 基本方針
基本方針③で「ヤングケアラーへの理解を深める情報
発信」とあるが、具体的にどのように進めるのか。

一般的にはホームページや市政だよりを活用しておりますが、その他とし
て、子どもあるいは子どもに関わる大人に対して情報発信をしていきた
いと考えております。令和5年度に実施したヤングケアラー実態調査の中
で、家族以外の相談先として、サービスを行うヘルパーや医療機関が挙げ
られました。このような子どもに関わる事業者や地域の方に対して、出向
いて研修を行う等の理解を深める情報の発信を考えております。

質疑応答

3 施策1 3 基本方針

基本方針⑤で新たに追加された文言の「予防的な観点
から」について、その後の文言に修正はないが、何か具
体的な取り組みはあるのか。
子どもへのアクションもあるが、親に対して実施してい
るアクションも予防的観点になると思う。そのような文
言を入れてもいいのではないか。

子どもの成長の節目にあわせて乳幼児健康診査の機会を設け、把握率
100％をめざし実施しております。あわせて、新たな事業として伴走型相
談支援等を実施しております。また、乳幼児健康診査や面談等において、
保護者自身の困りごとや心配事等を聞き取り、寄り添いながら、支援が
必要な方を把握できる仕組みとなっております。
こども総合支援センター「ほっぷ」として、組織機構も改編しながら、母子
保健と児童福祉を一体的に実施しております。

修正反映あり
子どもだけでなく保護者に対する予防的な観点
からの取り組みを実施することが分かるよう、基
本方針⑤に追記します。

4 施策1 4 基本方針

今回新たに追加されためざす暮らしの姿４について、
子どもから意見を聴く、汲み取るというのは非常に難
しいと思う。課題にも、子ども若者から意見を聞く仕組
みを作るとあるが、具体的にどのように進めていこう
とされているのか。

こども基本法が制定され、子ども自らが関係のある政策について、当事
者として意見を表明し、それを反映するということが法で義務付けられて
おります。
「こどもまんなか社会」の実現に向けて、どのように意見表明をいただく
機会を作っていくかは、試行錯誤のところもありますが、現在は商業施設
等で工作をしながら意見をいただく取り組みや、すごろくを活用した意見
を聴くツールを活用しております。気軽に色んな子どもが意見を言えるよ
うな取り組みを進めております。また、ニートや引きこもり等、声を上げづ
らい子どもには、支援者を通じて声を聞くといった方法も検討しておりま
す。

質疑応答

5 施策1 4 基本方針
子どもの意見を聴くことについて、すぐに思いつくのは
学校や保育園だと思うが、そことの連携はあるのか。

ＷＥＢを通じて、子どもが声を上げることができるサイトを設えており、学
校や園を通じて配布しております。タブレット等を用いて、ダイレクトに市
へ声を届ける仕組みを導入しております。

質疑応答

6 施策1 4 基本方針

基本方針⑦で「子どもの権利を広く発信し、」とあるが、
権利とペアになる「保護」というニュアンスが必要では
ないか。権利ばかりを表現するのではなく、保護の観点
も大事ではないでしょうか。
子どもが意見することも非常に勇気がいることなの
で、それを保護するという姿勢が必要ではないか。

子どもの保護について、子どもを守り育てるという視点のご意見であれ
ば、めざす暮らしの姿1～3でその保護について示してきており、加えて
子どもが当事者として声を届けて、施策を展開していくことをめざす暮ら
しの姿の４つ目に追加したところです。一方で、子どもの言った意見を守
るという視点のご意見であれば、表現に出さねばならないのかなと感じ
ております。

修正反映あり

子どもが意見することを保護する観点から、子ど
も・若者が、意見を言いやすい、意見を聴いても
らえる安全で安心な環境づくりを行うことについ
て、基本方針⑦に追記します。
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No 施策
めざす暮ら
しの姿

該当箇所 委員ご意見内容 後期基本計画案における考え方（担当課回答内容） 施策案の修正 修正有無の考え方

7 施策2 2 基本方針

基本方針③で、課題にも「不足する保育教諭等の確保」
とあるが、基本方針でも「保育教諭の確保」と全く同じ
書きぶりでトートロジーになっている。具体的にどのよ
うに保育教諭を確保していくのか、打ち出してはどう
か。

公民連携による様々な取り組みを実施しており、それが伝わるような書
きぶりを検討いたします。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、保育教諭の確保について具体
的な取り組みがわかるよう、基本方針③に追記し
ます。

8 施策2 2 その他

保育士の待遇改善について、あまり実感できていない
という話をよく聞くが、どのような考え方で取り組まれ
ているのか。
保育士の確保に向けた取り組みにも関連するため、基
本方針③に具体的な取り組みも絡めて表現を整理して
はどうか。

給付費として処遇改善加算が含まれており、金銭面の待遇改善を行うと
ともに、保育教諭が安心して働き続けられる環境づくりを各施設と話し
合いながら工夫しているところです。具体的には、家賃補助、新たな採用
者への給付や割引クーポンの配付等を実施しております。

修正反映あり
ご意見No.7と合わせて、保育教諭の確保につい
て具体的な取り組みがわかるよう、基本方針③に
追記します。

9 施策2 2 その他
明石市が有名で、保育に力を入れていると聞くが、八
尾市と差があるのか。予算の問題もあると思うが、どう
か。良いところは真似してもよいと思う。

保育士確保の取り組みについては、他市の様々な工夫も見ながら、八尾
市でできる方策を検討しております。財政的な部分も考えながら、本市独
自の取り組を公民連携で進めております。

質疑応答

10 施策3 2 基本方針
基本方針⑥で不登校の早期対応は大丈夫だと思うが、
未然防止や早期発見は結構難しいと思う。具体的に、
例えば家庭との連携等どのように考えているのか。

未然防止としては、学校の中での居場所づくりとして、校内に支援ルーム
（別室）を設け、子どもが安全安心に過ごせる場所を活用して、不登校が
長期化する前に、少しずつ前に進んでいけるような状況を作るよう取り
組んでおります。
また、早期発見については、学校でアンテナを張り、子どもの様子を見る
とともに家庭訪問などを繰り返し、家庭と連携しながら取り組んでおりま
す。

質疑応答

11 施策3 2 基本方針

昨年度の審議会の中で、フリースクール等の学校以外
の居場所を担保していくべきという指摘事項があっ
た。基本方針⑥の「学校内外の居場所づくり」には、それ
を含んでいるという理解で良いか。
審議会指摘事項を踏まえ、可能であれば、フリースクー
ルという表現を使ってはどうか。

学校外の部分では、フリースクールとの連携も考えております。具体的に
は、フリースクールとの取り組みの共有や、互いの取り組みを参考にさせ
ていただくといった形で連携をとっております。
フリースクールのみならず様々な学校外の居場所という意味で「学校内
外の居場所づくり」という文言としておりますが、ご意見を踏まえ、表現
を検討いたします。

修正反映あり
基本方針⑥について、連携する民間施設にはフ
リースクールも含まれるため、そのことが分かる
よう表現を追記します。

12 施策3 3 基本方針

基本方針⑦について、「安全に安心して過ごせる教育環
境」とあるが、児童生徒の交通安全意識の向上という
課題を受けての基本方針だと思う。教育環境というと
学校の施設内というイメージを抱くので、周辺の地域
環境ということが汲み取れる表現にしてはどうか。

学校の施設整備ではなく、通学路の安全対策について考えておりますの
で、ご意見を踏まえ、表現を検討いたします。

修正反映あり
基本方針⑦について、通学路の安全対策である
ことが分かるような表現に修正します。

13 施策3 3 基本方針

課題の項目2で小規模特認校制度の状況も踏まえ、適
正化の検討が必要と指摘する中で、基本方針⑧で様々
な将来を見据えて学校規模の適正化を進めるという表
現があると、学校の統廃合をイメージしてしまう。
適正化は本当に難しく、色々多角的に検討されている
ことは読み取れるが、統廃合ありきではないというとこ
ろをしっかりと発信していただきたい。

小規模特認校については令和５年度より制度を開始し、市内4校で実施し
ております。小規模校の解消を目標としており、効果検証をしながら、ま
た校舎の老朽化や少子化の進展も踏まえながら、今後の学校の適正な規
模を検討していくことから、このような表現としております。

修正反映あり

基本方針⑧について、統廃合ありきではく、子ど
もたちにとって最適な教育環境を提供すること
が第一とした方針であることが分かるような表
現に修正します。
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めざす暮ら
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14 施策3 3 その他

学校の校舎が老朽化しているものも多いが、一般的に
施設は築何年くらい使用できるものなのか。
「すべての子どもが安全に安心して学校生活を過ごす
ことのできる環境」という中に、ハード面も含まれてい
るのか。

学校の立地状況によっても変わりますし、一般的に鉄筋コンクリートで補
強の状況や長寿命化という手立てにもよりますが、長ければ60～70年
は使えると考えております。ただし、建物が使えても中の設備や備品関係
については、随時、修繕しているところです。

修正反映あり
基本方針⑧について、ハード面の老朽化対応も含
まれていることが分かるような表現に修正しま
す。

15 施策3 4 基本方針

めざす暮らしの姿は大きなテーマとなっているが、基
本方針⑨の記載は他の基本方針と比較しても、かなり
抽象的という印象がある。地域とともにある学校づく
りをどのように進めていくのか、もう少し具体的に書く
ことはできないか。

子どもたちを取り巻く状況がそれぞれの地域で異なっており、関わる団
体や取り組みの状況等も様々で、まとめた表現としております。

修正反映あり
ご意見No.16と合わせて、基本方針⑨について、
もう少し具体的に取り組み実績や課題が分かる
ような表現に修正します。

16 施策3 4 基本方針
八尾市に、学校地域協議会のようなものはあるのか。
現在の状況にあわせた方向性を基本方針⑨に追加でき
ないか。

本市では学校評議員という制度を使っており、ご意見のような学校運営
協議会、いわゆるコミュニティスクールの導入と学校地域活動本部の設置
を両輪で進めております。現時点でコミュニティスクール導入に向けたス
ケジュール等が決定している状況ではありません。

修正反映あり
ご意見No.15と合わせて、基本方針⑨について、
もう少し具体的に取り組み実績や課題が分かる
ような表現に修正します。

17 施策3 その他
学校現場に対して、どういった課題があって、こういう
基本方針で進めていくことを市は考えています、という
ようなことを伝える機会はあるのか。

毎年4月の年度当初に校長会を実施しており、教育長始め教育委員や教
育委員会の幹部職員が出席し、今年度重点的に取り組むべき方向性につ
いて、各校長に示しております。各校長はその内容を踏まえたうえで、各
学校の教育方針に基づき1年間の教育活動を実施していただく形となっ
ております。

質疑応答

18 施策4 1 基本方針

基本方針①で次世代を担う子どもが、「チャレンジでき
る環境づくりを進めます」とあるが、課題に書かれてい
る学童等の様々な居場所を整備するという内容を見る
と、「子ども・若者の健全育成」という表現に近いように
感じる。全体のストーリーが理解しづらいが、あえてこ
こで基本方針として掲げなくてもよいのではないか。

基本方針①における課題は放課後児童室など従来から取り組んでいると
ころが多くなっております。基本方針④については、課題を抱える子ども
が、次のステップに行けるような居場所やチャレンジできる環境の整備を
意識しておりますが、ご意見を踏まえ、表現を整理いたします。

修正反映あり
基本方針①について、安心して過ごせる居場所と
ともに、多様な体験や活動を行う機会を創出する
という表現に修正します。

19 施策4 2 課題
こども会については、八尾市として加入率100％をめ
ざすことが望ましいと考えているのか。

100％が望ましいと考えているが、担い手の問題や子どもが集まらない
など、今の社会情勢の中で加入率を100%とすることは難しいと考えて
おります。人数が少ないところは連合こども会などにより、子どもに関す
る良い活動をすることで、加入したい人を増やしていきたいと考えており
ます。

質疑応答

20 施策4 3 基本方針

若者と聞くと、学生のイメージだったが、39歳と幅が
広くて驚くところ。子どもであれば学校で連絡がつな
がるが、学校を卒業してから39歳までの間は、社会と
の連携が難しいのではないか。どこまで声が届くのか。

若者の相談支援施策については、この間課題として取り組んでまいりまし
た。特にニートやひきこもり等、家から出られない状況が長期化すること
で8050問題にもつながることから、前期基本計画期間には、若者の相
談支援窓口の設置を進めてまいりました。基本方針③に関するところで
すが、電話相談、対面相談や居場所づくりなど、他部局との連携による支
援を進めております。

質疑応答

21 施策4 4 基本方針
基本方針④が二つあるので、⑤に訂正してください。
基本方針⑤について、「多様な取り組みを進めます」と
あるが、もう少し具体的に書くことができないか。

家庭、学校以外の第３の居場所を多様化していくことが課題となっており
ます。子ども食堂などでは低学年が中心となっており、中学生や高校生、
大学生ぐらいの方も集える多様な居場所について、当事者の意見も取り
入れながら、充実してまいりたいと考えております。

修正反映あり

さまざまな状況にある子ども・若者のニーズに
合った取り組みを進めることが必要であるとの
認識から、基本方針⑤の「多様な取り組み」の前
に、「子どもの視点に立った」という文言を追記し
ます。
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22 施策4 4 基本方針

基本方針⑤で「青少年や若者の居場所づくり」とある
が、コミュニティとの連携の中で支援活動を展開する必
要があるのではないか。最近はユースワークという概
念があり、ユースワーカーの配置を促進する動きもあ
るが、事例研究等はなされているのか。
今後重要になるので、色々研究を進めていただきた
い。

若者に着目した取り組みは他市事例も含め、研究を進めているところで
す。コミュニティとの連携では、地域団体や企業等から、子どものために
何かしてあげたいという声をいただいており、今後の取り組みを検討し
ていきたいと考えております。

質疑応答

23 施策4 その他 若者とはどれくらいの年齢を指すのか。

子ども若者育成支援推進法においては、39歳までと定義されております
が、昨年できましたこども基本法では、年齢に関係なく、発達途上にある
ものを”こども”として、施策対象としております。年齢は39歳をめどにし
ますが、それを過ぎたところも一定みていく考え方となっております。

質疑応答

24 施策5 1 基本方針

観光客の誘客や定住者の増加について、現状の数値や
具体的な目標値があれば教えてほしい。観光客を増や
す方向で本気でやっていくのであれば、何らかの具体
的な数値目標を立てた方がよいのではないか。

現状は、具体的な観光客数の数値目標を持っておりません。 質疑応答

25 施策5 1 その他
昨年度総括の議論でもありましたが、八尾市として観
光客数の把握は今後も検討しないということでしょう
か。その理由があれば教えていただきたい。

RESASを活用して府外から八尾市への流入者数を測れるのではないか
等、現在検討を進めております。分析や検証をしたうえで、指標として設
定可能かを検討しているところです。

質疑応答

26 施策5 1 課題

昨年度総括の議論でもありましたが、万博の効果がイ
メージしづらく、数値指標で鮮明化させる必要がある
のではないか。
課題の項目１「万博後の八尾のイメージを確立する」や
基本方針①「万博の効果を十分に活かした」とあるが、
具体的に共有しづらい。展開後の効果や、どのような影
響が八尾にもたらされ、それをどのように評価するか
を考えておくべき。

ー 修正反映なし

万博の効果については、万博に積極的に関わるこ
とで、八尾への来訪者が増加し、市民との交流が
活発になり、まちがにぎわうといった万博の波及
効果を八尾の成長につなげることと考えます。
評価については、来訪者数などの定量的指標と
市民・事業者が万博にかかわることや子どもたち
が万博を体験したことによる意識の変化などの
定性的指標の両面が必要と考えています。

27 施策5 1 その他

やおも魅力を活かしたまちづくりにぜひ協力したいと
感じた。また、観光客数の把握というのは非常に重要
で、事業を振り返るという視点でさまざま指標につい
ても検討いただきたい。

ー 修正反映なし
定量的な指標の設定については、RESASの活用
が可能かなどの検討を進めています。

28 施策5 1 その他

プロモーションとしては万博を起爆剤として、八尾のイ
メージを転換していくと思うが、万博の前後でどのよう
に変わっていくのか、どういう将来像を描いているの
か、またそれをどういう基準で測っていくのかを市とし
て持っておかないと施策のチェックができないのでは
ないか。
八尾のイメージのブランド化ということは、万博後には
これまでと異なるブランドができるということであり、
そこをもう少し具体化するべきではないか。

万博期間中も魅力の発信を進め、効果をきちっと八尾に活かしていく動
きとなるよう、また万博出展により八尾市への誘客につながると考えて
おりますので、来訪者数などにより効果をはかれるように検討してまいり
ます。

修正反映なし

後期計画期間において、万博で得た経験や課題
をまちづくりに活かせるよう、また、定住や移住・
来訪につながるよう、地域資源の磨き上げも含
めた新たなプロモーション展開を進めたいと考え
ています。来訪者数などのみならず、市民の意識
の変化などによりその評価ができるよう検討を
進めています。

29 施策5 1 基本方針
万博で観光客が増えたりすると、治安の問題も生じる
のではないか。そのあたりどのように考えているか。

まずは、来ていただくことを目標としております。基本方針②にある通
り、市民とともに観光客を受け入れる機運を高めていくことが必要と考
えております。そういった市民との協力の中で、治安等についても考えて
まいりますが、観光客が増えたことですぐに治安が悪化するということは
考えておりません。

質疑応答

4



No 施策
めざす暮ら
しの姿

該当箇所 委員ご意見内容 後期基本計画案における考え方（担当課回答内容） 施策案の修正 修正有無の考え方

30 施策5 2 現状
項目２にある「やお観光創造アンバサダー」がよくわか
りません。誰が就任され、どのような活動を重点的にな
されているのか教えてほしい。

GENEREATIONSの片寄涼太氏に就任いただいております。先日は、
八尾市内を気ままにぶらりと旅される動画を撮影いただくなど、若者目
線で八尾の魅力を広く発信いただいております。

質疑応答

31 施策5 2 課題
やお観光創造アンバサダーの活動と、2025年大阪・関
西万博との関係はあるのでしょうか。

昨年10月にご就任いただいたところであり、万博に関連した具体的な取
り組みについては決まっておりません。若者目線で本市の魅力発信を
担っていただいておりますので、ご協力いただけるよう検討してまいりま
す。

質疑応答

32 施策5 3 基本方針

観光客の増加について、基本方針③にもあるが、インバ
ウンド等の観光客の増加をめざしていると思う。国内
に対しても発信力が弱いと思われる中、国外へどのよ
うに情報発信をしていくのか。

まず1つは、万博で世界へ向けて八尾の魅力ある地域資源を発信してい
きたいと考えております。その他にも、観光デジタルコンテンツを造成す
る中で、多言語対応もしており、そういったものを活用しながら国内外へ
向けて発信していきたいと考えております。

質疑応答

33 施策5 その他
大阪府内で万博出展されるのは八尾市が自治体唯一
なのか。

大阪ヘルスケアパビリオンへは自治体として唯一八尾市が出展するモノ
ですが、その他大阪ウィークと称して、府内市町村が様々な出展を企画し
ており、その中で八尾市としても色々なコンテンツを出展できるよう準備
を進めております。

質疑応答

34 施策5 その他

自然、文化、歴史等八尾市には地域資源が非常に豊富
だが、プロモーションをされている以上に資源があり、
もどかしくもある。掘り起こす歴史も多く、新しいもの
もたくさんあり、もっとプロモーションを動かしていく
必要があるのではないか。さらに実践してもらいたい。
トータルコーディネートとして、色んな資源の横ぐしを
通してプロモーション展開をしていただきたい。

ー 修正反映なし

基本方針②に記載するように、地域資源を連携
させ、また新たな魅力資源の創出を進めるなが
ら、市民・事業者の機運を高めることにより、新た
なプロモーション展開を行うことができると考え
ています。

35 施策5 その他
八尾市でも様々な取り組みがされているが、宝の持ち
腐れにならないように、魅力をもっと周知するというこ
とに力を入れては良いのではないか。

ー 修正反映なし

基本方針②に記載するように、地域資源を連携
させ、また新たな魅力資源の創出を進めるなが
ら、市民・事業者の機運を高めることにより、新た
なプロモーション展開を行うことができると考え
ています。

36 施策6 1 基本方針

課題の項目１に「担い手の継続的な育成が必要」とある
が、それに対して基本方針①には保全・活用についてし
か書かれておらず、担い手の育成や人材の発掘につい
て記載されていない。課題を整理されているにも関わ
らず、そのあたりを基本方針にも明記すべきではない
か。

課題の通り、担い手の育成は非常に重要と考えておりますので、ご意見も
踏まえ、表現を検討いたします。

修正反映あり
ご意見をふまえ人材の発掘、育成の継続を基本
方針①に追記します。

37 施策6 1 基本方針

人材の育成とともに、歴史資産等の理解を深めるとい
う点も強調していただきたい。人に関わってもらう、興
味を持ってもらうには、八尾にこれだけの歴史資産が
あるということの理解を広めていくことも必要ではな
いか。課題の項目2にもある通り、人材育成とともに理
解をいかに広めていくかという視点を基本方針に記載
することを検討いただきたい。

ご意見も踏まえ、表現を検討いたします。 修正反映あり
ご意見をふまえ、 地域住民文化財への理解の向
上の取り組みを基本方針①に追記します。

38 施策6 3 基本方針

課題に「市内外へ継続的に発信するとともに、観光施策
等とも連携した取り組みを進める」とあるが、基本方針
③には情報発信についてしか記載がない。観光施策等
とも連携した取り組みについて、具体的にどのように
進めるのか。
観光施策についても情報発信を行うということか。

万博にも関連しますが、本市の持つ観光資源を広く発信する取り組みと
して、動画で八尾の紹介やデジタルパンフレットの多言語化などを進めて
おります。例えば、遠方の方にも八尾での体験をしていただけるよう、中
に入ることができる古墳に入ってみる動画を作成する等、観光をベース
とした魅力情報の発信を行っております。
その他、観光分野のイベントとタイアップして、古墳巡りのスタンプラリー
なども実施しております。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、観光施策等と連携した取り組み
について、基本方針③に追記します。

5



No 施策
めざす暮ら
しの姿

該当箇所 委員ご意見内容 後期基本計画案における考え方（担当課回答内容） 施策案の修正 修正有無の考え方

39 施策7 2 その他

昨年度総括の議論でもありましたが、例えばめざす暮
らしの姿２の「観光と連携した取り組み」等の高安山を
活用したまちづくりにおいて、現在いる人材だけでは
中々保全・活用は難しいと感じている。めざす暮らしの
姿４に「市民・企業との連携」とあるが、地域外のボラン
ティアを募ったり、企業の協働については具体的にど
のように考えているか。
地域外のボランティアを募るなど対外的なPRをするこ
とはあるのか。

高安山に関しては、近畿日本鉄道㈱との包括連携協定を締結しており、協
定を有効活用して、例えばハイキング道への誘致や唯一あるケーブル
カーに乗って高安山に上がるイベントを実施し、そこでハイキング道を整
備することで、自然豊かな状態を楽しんでいただくなどの維持保全に努
めてまいります。
高安山は生駒山系としてつながっているので、府内隣接市と共同で、広
域的なハイキングマップの作成や清掃ハイキングといったイベントを実施
しながら、市外からのボランティア募集をしておりますが、中々集まらな
い状況ではあります。

質疑応答

40 施策7 4 基本方針

対象とするテーマが非常に広く、公園や遊休農地、おそ
らく生産緑地なども含まれる。めざす暮らしの姿１から
3には高安山や玉串川と具体的な地名が出てきている
ことから、ほかの”みどり”がすべてこのめざす暮らしの
姿４に入ってきているのではないか。その中で、C.課題
やD.基本方針が非常に抽象的になっている。
特に基本方針④に「みどりの保全、創出、育成を進め」
とあるが、どこの”みどり”なのか、公園のみどりと遊休
農地のみどりでは、それぞれめざしているところが違う
のではないか。もう少し具体的に基本方針を記載する
ことはできないのか。

公園自体の整備については、他の施策で記載しており、このめざす暮らし
の姿４では、緑化推進の取り組みを位置づけております。新たに開発され
る建築物については緑化協議を進めるとともに、地域住民や学校、団体
等には花を植えてもらう運動を行う等の緑化の取り組みを進めておりま
す。また遊休農地も1つのみどりとしており、取り組みの中に様々な活動
が含まれておりますが、基本方針としては抽象的な書きぶりにまとめて
おります。

修正反映なし
幅広いみどりの手法に対応するために抽象的な
書きぶりにしています。

41 施策7 4 基本方針

みどりを新しく作り出すことに積極的となっていること
が伝わるが、他市でも近年はみどりの維持管理が問題
となっていると思う。基本方針④の保全に含まれるの
かもしれないが、管理をしっかりしていくという視点を
入れることも検討いただきたい。

ご意見も踏まえ、表現を検討いたします。 修正反映なし
基本方針④の”保全”に維持管理が含まれてお
り、引き続きしっかりと取り組んでまいります。

42 施策8 2 課題

課題に「アートコーディネーターの養成が必要です」と
あるが、基本方針②にはそれに対する方向性が記載さ
れてない。具体的に基本方針としてどのように考えて
いるか。

アートコーディネーター養成講座は今年度より年６回実施しており、今後
も継続していきたいと考えております。人（演者）と活動場所を結びつけ、
そこで行うイベントのコーディネートを行う人材の育成を行っていきたい
と考えておりますが、令和6年度からすでに実施しているため、記載して
おりません。

修正反映あり

ご意見を踏まえ、基本方針②について、コーディ
ネーターの養成に取り組むことがわかるよう、
「機会を設けます。」の後に、「また、人、場所、活動
をつなげるコーディネーターの養成に取り組みま
す。」を追記します。

43 施策8 2 基本方針

課題に「文化会館以外の活動場所の確保」とあるが、基
本方針②では「文化会館をはじめ、」となっており、文化
会館ありきのように見えてしまう。「市内の様々な場
所」だけでは文化会館以外のイメージが伝わりにくいの
で、例えば市役所や駅前広場をはじめ、というように市
内の様々な場所で芸術文化に触れることができるとわ
かるような場所を書く方が理解しやすいのではない
か。

芸術文化の中心は文化会館と考えておりますが、今年度も近鉄八尾駅前
や民間企業の敷地内等でのイベントを予定しております。文化会館以外の
場所の例示を追加する等、ご意見を踏まえ、表現を検討いたします。

修正反映あり

ご意見を踏まえ、基本方針②について、文化会館
以外の場所が含まれていることが分かるよう「文
化会館をはじめ、」の後に、「商業施設や古民家、
寺社等、」を追記します。

44 施策8 3 現状

項目１に「まちかどライブクリエイションを開催した」と
あるが、市民にはこういったイベントが開催されている
という情報があまり届いてないのではないか。例えば
学校経由で子どもから家庭に届くようチラシを配る等
を行ってはどうか。

行政はイベント開催等のＰＲが弱いという点は多々指摘を受けており、
我々自身も感じているところです。イベント開催時に次のイベント情報を
発信したり、公共施設以外へのチラシ配架等も検討しておりますが、ご意
見も踏まえ、学校通じての啓発等も検討してまいります。

修正反映なし
ご意見を踏まえ、引き続き効果的なPR手法につ
いて検討を進めてまいります。
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45 施策8 3 現状

項目2で「市内にある6校の高校生の～高校合同文化
祭を開催し」とあり、とても素敵なことだと思うが、この
文章で初めて知った。もっとＰＲに力を入れてはどう
か。例えばここから派生して、高校生が街中にパブリッ
クアートを設置する等、芸術文化を広める取り組みもで
きるのではないか。ぜひ力を入れていただきたい。

ご意見いただきました通り、ＰＲ活動は引き続き実施してまいります。高
校合同文化祭については、令和５年度から開始し、市内６校が４か所で展
示などを実施いたしました。令和６年度は６か所と場所を拡大するととも
に、参加者も中学生や大学生に拡大することを検討しております。さらに
活動が活発になり、市民に伝わるようにしてまいります。

修正反映なし
ご意見を踏まえ、引き続き効果的なPR手法につ
いて検討を進めてまいります。

46 施策8 3 基本方針

基本方針③の「やおうえるかむコモンズ」について、
ホームページで調べたところ、「コーディネーターが組
織内外をつなぐ」と書いてあったが、このコーディネー
ターの役割とは具体的にどういうものか。

市内の身近な場所で芸術文化に触れる機会や場づくりを進めており、作
品や演者と場所を結びつける役割を担っていただく方が必要になってく
る。その方々をコーディネーターとして期待しており、アートコーディネー
タ養成講座を実施する等、芸術文化の活動が活発になるよう取り組みを
進めてまいります。

質疑応答

47 施策8 その他
文化会館とプリズムホールは同じものなのか。文化会
館という表現はあまり馴染みがない。

文化会館の愛称を”プリズムホール”としており、施設としては同じもので
す。

質疑応答

48 施策9 1 課題
中小企業の合同セミナーなどは市内事業者のうちどの
くらいの割合が参加されているのか。

月１回ぐらいセミナー開催しており、参加状況はテーマによって変わるた
め、20数人規模から100人近い方が参加する場合もあります。

質疑応答

49 施策9 1 基本方針

みせるばやおにおける展開として、これまでの地元企
業との連携から、地域外の関係人口等との組み合わせ
により、1以上の創発効果を生み出していこうと考えら
れていると思うが、そこではコーディネートを誰がする
のかが重要になってくると思う。現状の文面では、共創
や創発効果を誰がコーディネートするのかが読み取れ
ないが、どのように考えているのか。
創発効果をどのように生み出すか、その点工夫いただ
きたい。

外からどのような方を呼び寄せる仕組みがあるのかにつきましては、も
のづくり企業の技術をどう可視化するのかという点で、商品開発事業を
行っており、他地域の学生とプロダクト製作をする等しており、その中で
開発された商品をＰＲする中で、別の企業からつないでほしいという声を
マッチングしております。

修正反映なし
現在、各企業と商品開発事業を行うことで創発効
果を生み出していると考えており、引き続き効果
的な手法について検討を進めてまいります。

50 施策9 1 課題

課題に「独自ブランド化を図る」とあるが、中小企業に
とっては独自ブランド化やタイアップをするとなると時
間もお金もかかるが、そんなに時間もお金もないので、
難しいのではないか。そこに対しての支援などはある
のか。

中小企業では、人材確保や人材育成が主な課題であると聞いておりま
す。マッチングにより新事業を作ることで、新たな事業や雇用を生み出す
仕掛けをしており、会社のブランド価値を上げることにより、そこで働き
たい人を増やすような循環をめざしております。マッチング以外にも企業
の方が学ぶ合同セミナーや個別のサポート支援を行う等複合的な支援を
進めております。

修正反映なし
現在、企業のマッチングやセミナーといったサ
ポート支援を行っており、引き続き効果的な手法
について検討を進めてまいります。

51 施策9 5 基本方針

課題の項目１に「後継者の確保が課題」とあるが、これ
に対する基本方針として何か打ち出せないか。農業従
事者の後継者の確保となると、職業としての農業とい
う話でもあるので、学校現場との連携という形で何か
基本方針に打ち出せないでしょうか。
学校との連携の状況はいかがでしょうか。

学校関係との連携について現在は特に取り組んでおりませんが、今後研
究していきたいと考えております。

修正反映なし

後継者の確保については、地域の農業事情が要
因と考えております。職業としての農業の周知に
ついての学校との連携については、今後研究して
まいります。

52 施策9 その他

昨年度総括の議論でもありましたが、みせるばやおを
通じて関係人口を増やし、キャッチしていくという点に
ついて、そこをどのような指標で把握されるのか、検討
状況を教えていただきたい。

関係人口の数値把握につきましては、「まちのコイン」というシステムを構
築しており、八尾市内の事業所や工場にチェックポイントを設定し、来場
者を把握することを考えております。市内の方、市外の方を把握する機能
もあり、市内外の利用者数を測定できると考えております。

修正反映なし
毎月「ユーザー」（市内外・外）「スポット」「イベン
ト」の数字を抽出しており、どのような施策指標
を活用すべきか検討を進めてまいります。

7
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53
施策
10

2 その他

昨年度総括の議論でもありましたが、めざす暮らしの
姿にある「ワーク・ライフ・バランスのとれた充実した生
活を送っている」かどうかはどのようにして把握される
のか、指標の検討状況を教えてほしい。
ワーク・ライフ・バランスとは非常に抽象的な概念なの
で、できるだけ具体化して、チェックできるような指標
設定を検討いただきたい。
追跡調査にはコストもかかるが、ただ講座をやっただけ
ではなく、その効果をしっかり測定いただきたい。

指標でつかむのは難しいが、ダイバーシティ経営とワーク・ライフ・バラン
スのとれた環境づくりは表裏一体として同時に推進しております。国府と
の役割分担による連携とともに、子育て支援や介護、文化スポーツや人
権といった各部局と連携しながら総合的な取り組みを進めていきたいと
考えております。

修正反映なし

ワーク・ライフ・バランスについては、ダイバーシ
ティ経営の推進の中で取り組んでおり、非常に大
きな課題であるため、国・府、さらに庁内の関係
課のそれぞれの取り組みとともに推進してまいり
ます。従いまして、ワーク・ライフ・バランスの推進
状況等の指標の設定と把握は難しく、市として把
握できる現在の指標「ダイバーシティのセミナー
参加者が参考になったか」としております。講座
実施後の調査については、必要性があると考え
ており、対応してまいりたいと考えております。

54
施策
11

1 その他

昨年度総括の議論でもありましたが、消費者教育講座
を展開されているが、そのことにより、どう市民が変
わったのか。意識啓発だけでなく、行動変容があったの
かをどのようにチェックされるのか、検討状況を教えて
いただきたい。

行動変容の把握は非常に難しく、何かあったら相談いただく窓口を周知
啓発するとともに、セミナー参加者の理解度をアンケート調査し、概ね理
解いただいていると把握しております。行動変容として、相談件数が減少
するまでにはつながっておらず、中々難しい状況にあると感じておりま
す。

修正反映なし

市民の行動変容については、具体的にどのよう
な行動を取った場合に行動変容（『変容』であるこ
とから前後の差異の判断も含め）があったものと
するのか、またその計測のために市民にどれだけ
の負担をお願いすることになるのか等を考える
と、把握することは非常に難しいものと思われる
ことから、引き続き適切な指標について検討して
まいります。

55
施策
12

2 現状

耐震化を進めているとのことだが、耐震化が難しい団
地を壊すことになり、高齢者が引っ越ししなければなら
なくなったという話を何度か聞いた経験がある。耐震
化の取り組みにより不利益を被った人に対する支援等
はあるのか。
八尾市ではこういった課題が多いのではないか。何等
かの対策を進めていただきたい。

木造の民間住宅の耐震化を進めており、自分のお住まいを耐震化するも
ので、団地を解体して別のところに住まわせるという取り組みではござ
いません。

質疑応答

56
施策
12

2 現状 団地に対する耐震化はしていないのか。
マンション等については、長寿命化計画を策定し取り組みを進めておりま
す。また、公営住宅については建物が老朽化している場合は機能更新を
行い、住み替えを誘導するとともに古い建物の除却を進めております。

質疑応答

57
施策
12

2 課題

項目１「民間住宅の耐震化は進んでいるものの、旧耐震
基準の住宅は多く」とあるが、この旧耐震基準の住宅に
対して、どのように耐震化の必要性を発信されている
のか。
年１回開耐震セミナーが開催されているという情報は、
どのように発信されているのか。広報紙等に限られる
のか。

住宅の耐震化については、年1回耐震セミナーを開催し、あわせて相談会
を実施しております。また、対象となる旧耐震基準とは昭和56年以前と
なりますが、該当する住宅の所有者に対してはダイレクトメールを送付
し、呼びかけを行っております。その他、市の様々なイベントでチラシ等に
よる啓発や、「ぶるるくん」という実験教材を活用して、耐震化について体
験いただくような啓発を行っております。
耐震セミナーについては、市政だよりやＨＰで広報しており、参加申込い
ただいております。

質疑応答

58
施策
12

3 課題

住宅確保要配慮者の円滑な入居については、課題の項
目２にある通り、様々な関係団体が連携し支援をしてい
く必要があると思うが、八尾市では未完成という中、今
後の具体的な方向性は描いておられるのか。
とりわけ、外国の方についてもハードルが高く、そのあ
たりの配慮もからめながら検討いただきたい。

建築部局や福祉部局、福祉団体等と連携し、居住支援協議会の立ち上げ
について検討を進めているところです。住宅確保要配慮者の相談等を行
いながら、住宅の確保ができるよう進めていきたいと考えております。

質疑応答

8
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59
施策
13

2 現状

現状の項目2に「自転車通行空間の整備を進めていま
す」とあるが、自転車が移動するための空間の確保につ
いて、現状どの程度整備されており、今後の展開をど
のように検討されているのか教えていただきたい。
課題に書かれていないので、基本方針に記載するのは
難しいかもしれないが、今後の環境負荷等を鑑みると、
自転車はもっと使われるべき移動方法ではないか。

自転車活用推進計画のなかに自転車ネットワーク計画がございます。そ
れに基づいて、自転車走行空間に矢羽根標示等を行っております。
矢羽根標示については、一定の条件を満たした場所を選定し、計画的に
整備しております。「ネットワーク」が重要となっており、国道や府道との
つながりを意識し、協議を行いながら整備を進めております。

質疑応答

60
施策
13

2 その他

自転車専用レーンについて、八尾市役所からアリオまで
もあるが、実際に走行してみると狭く危険を感じるた
め、結局歩道を走行してしまっている現状があるので
はないか。道が狭いのに、無理やりレーンを整備してい
るのではないか。

市内の道路で自転車通行専用レーンのスペースを十分に確保できるか所
は少ないが、道路交通法上、自転車は車道を走ることとなっております。
ただし、その中でもより安全に通行できるように、矢羽としている。ご理
解いただきたい。

質疑応答

61
施策
13

3 基本方針

基本方針④に「交通事故に占める割合が高い高齢者」
とあり、昨今話題でもある。返納促進されている自治体
もあるが、高齢者免許証返納に対して八尾市として特
典はあるのか。また、実施されているのであれば、指標
の設定も可能ではないか。

大阪府の交通対策協議会が返納された方への割引特典などに取り組ん
でおり、八尾市独自の取り組みはございませんが、大阪府の取り組みを啓
発しております。

質疑応答

62
施策
13

3 基本方針

八尾市としては、啓発を推し進められているという理
解で良いか。
また、八尾市として高齢者免許返納に対して、めざす姿
をどのように考えているのかも教えていただきたい
し、すでに取り組んでおられるのであれば、そのあたり
を記載いただくなど、目配りいただきたい。

ご意見を踏まえ、取り組みの検討を進めてまいります。 修正反映あり
ご意見を踏まえ、免許返納に関して既に取り組ん
でいる内容も含まれていることがわかるよう、基
本方針④に追記します。

63
施策
14

1
めざす暮らしの
姿

「主要駅周辺」とあるが八尾市の主要駅とはどこになる
のか。

主要駅とは近鉄線では近鉄八尾駅と河内山本駅、JR線ではＪＲ八尾駅と
久宝寺駅、大阪メトロでは地下鉄八尾南駅とこの５つを主要駅としており
ます。

質疑応答

64
施策
14

1
めざす暮らしの
姿

「主要駅周辺がにぎわい」とあるが、にぎわいそうなと
ころはどんどんにぎわえば良いが、施策13では一方で
「交通不便地」というキーワードも出てきている。魅力
ある都市づくりという施策の中で、交通不便地につい
てはどのように考えておられるのか。

交通不便地の定義としては、鉄道駅から800m、バス停留所から300m
Ｍのいずれにも含まれない場所としており、新たな公共交通として乗り
合いタクシーを実施しております。

質疑応答

65
施策
14

3 基本方針

課題に「魅力発信の取り組みを進める必要がある」とあ
るが、基本方針④でも「発信するための取り組みを進め
ます」と反復した文章になっている。具体的にどのよう
に取り組みを進められるのか。
具体的な展開を基本方針に書けるのであれば記載を検
討してください。

「八尾きらり」という景観資源の登録システムについて取り組みを進めて
おります。八尾の古民家等を自薦他薦問わず応募いただき、アリオ八尾等
の商業施設でパネル展示を行ったり、市政だよりで記事を掲載する等を
し、景観にマッチした八尾の景観を発信しております。

修正反映なし

「八尾きらり」の取り組みについては、実績として
記載しておりますが、景観資源の保全・活用につ
いての今後の展開については現在検討中であ
り、後期基本計画期間で具体的に取り組みが進
むよう検討してまいりますので、記載内容の修正
は見送ることとします。

9
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66
施策
15

1 基本方針

めざす暮らしの姿では、「道路、橋梁、河川、公園、下水
道」と具体的に書かれており、基本方針①に道路橋梁河
川公園の全部が含まれ、基本方針②で下水道事業が特
出しされている。市として、下水道事業をしっかり進め
るものとして特出しされていると思うが、下水道には
他の施設と異なり、衛生面で重要な施設という意味合
いを持つ。下水道の未整備地域もあり、現在の基本方
針②のような経営面に特化した書きぶりではなく、保
全といった内容も記載すべきではないか。

都市基盤施設については、下水道も含めこれらが適正に維持管理され、
快適に使用いただくことをめざしております。その中で、下水道事業は企
業会計となっており、使用料で経営を進めることから経営状況がしっかり
していることが安定してサービスを市民に提供できるという観点で一つ
の基本方針としております。めざす暮らしの姿３における治水対策につい
ては、河川や下水道も含め総合的に対策を行っており、機能としての下水
道という趣旨で記載しております。

修正反映あり

公共下水道事業は企業会計としての経営面に特
化したものだけではなく、「下水道事業経営戦略」
の基本目標にある計画的維持管理による施設機
能の保全も行っていることが分かるよう、基本方
針②の表現を修正します。

67
施策
15

1 基本方針

効率的で安定的な会計が市民の信頼につながるという
点はよくわかるが、下水道をしっかり運営していかない
と、水質保全や汚濁が衛生に大きく影響する。めざす暮
らしの姿３にも関連するが、河川の氾濫等が起きた際
に、災害地で非常に問題となることが多い。環境という
視点が市民の暮らしの安全安心につながるのではない
か、そのあたりの市の考え方をお伺いしたい。

環境面についての下水道も重要であると考えており、施策22の中で生
活排水の取り組みが紐づいております。施策間での連携についても整理
してまいりたいと考えております。

質疑応答

68
施策
15

4 その他
大和川の河川敷の利用とかはどう考えているのか。
近隣市では大きな公園にしていたりするが、八尾市と
して、整備をどのように考えておられるのか。

八尾市の大和川河川敷はあまり広くないが、川の北側に大和川河川敷公
園がございます。駐車場も整備され、テニスコートや野球もできる施設と
なっております。

質疑応答

69
施策
15

4 その他

八尾市は公園が多い印象を持っている。バラエティー
にも富んでおり、久宝寺公園や史跡公園等もある。公園
も八尾の魅力のひとつだと思うので、色んな公園があ
るまちとして地域内外への売りになるのではないか。
ただ公園を整備して使ってください、だけではなく、こ
こにはこんな公園がありますよといった、もっとＰＲし
たらよいのではないか。市民の皆さんと子どもと一緒
にやることもできるのではないか。

八尾市は公園の数は多いが小さい公園が多く、なかなか公共用地を確保
できない状況にあります。その中で、八尾市には玉串川や長瀬川といった
魅力ある線的な施設があり、その周辺にある公園を「ネットワーク化」と称
して、異なる遊具を置くなどして色んな公園をめぐっていただく利用の仕
方をできるよう整備し、ホームページで発信しており、今後も研究を進め
てまいります。

質疑応答

70
施策
15

4 その他

公園は子どもや高齢者が利用するイメージだったが、
まちのコインに参加したことで、その間の層の大人が使
える公園がもっとあれば良いのではないかと感じた。
また、とても良いことをされているのに、市民に情報が
届いてないことが多いので、もっと市民がついていけ
るように、伝わるようになればいい。

ー 質疑応答

71
施策
16

その他
大阪広域水道企業団とは、民間企業の集まりなので
しょうか。

大阪広域水道企業団は特別地方公共団体であり、各市町村には水道事業
を経営していく義務があり、より効率的に経営していくために必要に応じ
て一部事務組合を広域で組織し、水道事業を行っていくものです。

質疑応答

72
施策
16

その他
大阪広域水道企業団には、大阪府の全市町村が加盟し
ているのか。

大阪市を除く全市町村が構成団体となっております。用水の供給事業に
ついては全市町村が構成団体となっており、水道事業については準備が
整った団体から順次統合していくこととなります。

質疑応答

10
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73
施策
16

その他
大阪広域水道企業団へ統合された場合は、大阪府内の
料金は一律になるという理解で良いか。

最終的な目標としては、府域一水道をめざしており、経営そのもの及び府
域の水道料金を一律とすることが望ましいが、様々な課題があり、当面の
間は各市町村で独立採算となるため、団体ごとに必要に応じで料金改定
を行うことになります。

質疑応答

74
施策
16

その他

将来的に八尾市として、料金が一律になった場合は、料
金のシミュレーションとして現在と比べ上がる可能性が
あるのか、それとも下がる可能性があるのか。
海外では水道事業が民営化されている国もあり、日本
でもそういった議論が進められるのではないかと感じ
ました。

水道事業の経営は非常に厳しい状況にあり、できる限り効率的な経営を
進めるため、今回大阪広域水道企業団と水道事業を統合したところです。
しかしながら、今後さらに厳しい状況になれば、料金改定が必要になりま
すが、その時期や値上げの額をできる限り抑制するため、大阪広域水道
企業団としてより効率的な経営を進めてまいります。

質疑応答

75
施策
17

1 基本方針

課題に”災害関連死を減らす”とあるが、それを受けた
基本方針①では「強い組織づくり」とある。
この強い組織づくりを進める中で、”地域のつながり”
はどう考えているのか。そのような表現を方針に反映
されないのか。

基本方針③にある通り、災害時には行政の「公助」だけでなく、地域の皆
さまで助け合う「共助」が関わってきます。地区防災計画については、各
校区の地域の皆さまで、地域の防災活動について課題やその対応を話し
合っていただき、地区防災計画を策定いただいております。それに加え
て、基本方針①の行政の体制を確立し、災害対応力の強化を図ってまい
ります。

修正反映なし

基本方針①については組織としての体制づくり
や職員の意識醸成等に対する基本方針を示して
おり、ご指摘の地域のつながりについては基本方
針②③④に含まれるものと認識しております。

76
施策
17

1 基本方針

地区防災計画は全２８校区において、校区まちづくり協
議会を中心に勧められますが、校区内には学校や事業
者などがあり、そことの連携も重視すべきではない
か。”地域”とまとめた表現になると、学校や事業者等が
含まれる点がぼやけてしまうので、もう少し具体的な書
きぶりにしてはどうか。
めざす暮らしの姿１の実現にむけた基本方針①～④に
ついて、”地域とのつながり”との連携がわかるような
形で書きぶりを工夫いただきたい。

地区防災計画については、各校区まちづくり協議会が主体となり進めて
いただいておりますが、各校区によって構成団体は異なります。地域の実
情に応じた形で進めていただいており、まとめた書きぶりにしております
が、ご意見を踏まえ表現を検討いたします。

修正反映あり

ご意見を踏まえ、「地域とのつながり」が視えるよ
う、基本方針③の地域について、「地域住民・学
校・事業者等、地域とともに」と表現を追記いたし
ます。

77
施策
17

2 基本方針

防犯における啓発活動について、啓発活動だけでは限
界があり、防犯カメラの設置などハードの部分の取り
組みについて十分なのか。死角をなくすなど、実効力の
あるハード面での対応について記載してはどうか。

防犯カメラの設置や地域で設置する防犯灯の設置費用補助を行ってお
り、10年前と比較して刑法犯が半減している状況であり、抑止力となり、
検挙率の向上につながっております。基本方針⑤については、ソフト面に
偏った表現になっているというご意見を踏まえ、表現について検討いた
します。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、防犯カメラや防犯灯の設置と
いったハード面での取り組み内容を含むことが
分かるよう、基本方針⑤に追記します。

78
施策
18

1 基本方針

基本方針①に「広域連携体制の確保に努める」とある
が、この場合の広域連携とは何を指すのでしょうか。
具体的に広域連携体制を構築するための検討が進んで
いるのか。

広域連携体制とは、例えば複数市町村が１つの消防組合として取り組む
体制づくりを行うものや、消防車両の購入、維持管理の共同実施や、消防
の指令システムの共同運用といった連携協力などがございます。
具体的な時期は決まっておりませんが、状況に応じて検討してまいりま
す。

質疑応答

79
施策
18

1 基本方針
基本方針③に「さらなる救急体制の強化」とあるが、救
急体制の強化とは具体的にどのようなものか。

救急需要は年々増加の一途をたどっており、対応するためにも体制強化
が必要と考えております。体制強化としては、人員の数や出場可能な部隊
の数について検討していきたいと考えております。

質疑応答

11
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80
施策
18

1 現状

項目８の予防体制に「防火対象物」とあるが、これは何
を指すのか。
また、防火対象物の防火安全対策として、基本方針④
で「火災予防の強化を図る」とあるが、予防の対象が限
定されているように感じる。市街地には（空家など）
様々な燃えるものとして危険があると思うが、対象を
広く捉えた方針として記載することはできないか。

基本方針④における「防火対象物」とは消防関連法令の中で、検査対象と
なる建物施設設備を指し、「危険物施設等」とは、ガソリンスタンド等燃焼
物を含む施設で、検査が義務付けられている施設を指します。
予防については、消防法に基づき指導是正の権限により行う範囲を基本
方針④に記載しておりますが、一般家屋や空家など、市民啓発も含めた
火災予防体制につきましては、めざす暮らし姿２の基本方針⑤において、
市民・地域・事業所等との連携により防火対策を行うという表現で対応し
ております。

質疑応答

81
施策
18

1 基本方針

救急需要については、令和５年度で20,000件程度の
救急出動あったと聞いているが、その中で本当に必要
であったものはどれくらいか。また、需要が増加する中
で、海外では有料化ということも聞くが、今後有料化を
検討する必要があるのではないか。救急体制の強化だ
けでは追いつかないほどの需要だと感じる。

救急要請件数は年々増加の一途をたどっており、ここ数年でも18,000
件を超えておりますが、救急体制の見直しを進め、しっかりと対応してお
ります。一部で適正ではないものも含まれており、適正利用を推進してい
くよう基本方針③でお示ししております。
他市の病院における取り組みとして、救急搬送の結果として入院を伴わ
ない軽症と判断されたケースについて有料化するという事例がございま
すが、適正利用の推進により必要な要請が控えられることがないよう、広
報も含め慎重に対応してまいります。

質疑応答

82
施策
18

2 その他

若い時に地元の避難訓練に参加しなかった理由を振り
返ると、知り合いがいるので参加したくなかった。若い
方が参加しやすいように、呼びかけだけでなく、異なる
地区との交流など実施したり、別の地区でも参加でき
るようにするといった工夫をしていただきたい。また、
参加特典をつけるなど、若い人が参加しやすい工夫も
検討いただきたい。

若い世代が参加しやすい取り組みにつきましては、地域の防災訓練等に
ついては必要性を感じていながらも世代によって考え方も違うため、世
代ごとのハードルが下げられるような取り組みを進めてまいります。災害
時の対応については、地域に根差した部分が求められることもあり、現状
にある通り学生消防隊など大学と連携した取り組み等を進めており、引
き続きご意見を踏まえ取り組みについて検討してまいります。

質疑応答

83
施策
19

1 基本方針

基本方針④で「特定検診やがん検診」とあるが、がん検
診について、以前は届いたお知らせのはがきが来ない
こともある。どのような年代に、どういった形でお知ら
せをしているのか。

受診勧奨については、それぞれ項目ごとに対象年齢となる方にクーポン
を封書で送付しております。また、未受診者についてもすべての方ではな
く対象年齢を絞って周知しております。大阪府の精度管理センターとも相
談しながら、効果的に実施しております。

質疑応答

84
施策
19

1 基本方針

はがきやお知らせを送るにはお金がかかると思うが、
より全体的な受診率を向上するために、八尾市のアプ
リを活用するといった工夫はされているのか。
自治体のアプリをうまく活用して、受診率の向上に向け
て工夫をしてほしい。

本市の生活応援アプリ「やおっぷ」で令和５年度から健康づくりに関する
カテゴリーを追加し、各種検診の記録や、定期受診につながるようプッ
シュ通知の設定ができるようにしております。地区へ出向いた地区検診
も実施しており、実施前にアプリで通知するなどしております。ただし、ア
プリをダウンロードしないといけないとため、全員対象とはなっていない
状況です。

質疑応答

85
施策
19

1 基本方針

基本方針③及び④に関連して、「健康であることが幸せ
である」とあるが、今や平均寿命から、健康寿命そして
幸福寿命という言葉を見聞きするようになっている。
市民にとっても、寿命のとらえ方の移り変わりを伝える
ため、先行して「幸福寿命」という言葉を計画へ入れて
いくことを検討してはどうか。
講演会や認知度等も調査していただきながら、ご検討
いただきたい。

病気でないということだけが幸福ではなく、その人それぞれの幸せを感
じられるように考えております。「幸福寿命」という言葉を用いるかどうか
については、社会的な状況も踏まえ検討いたします。

修正反映なし

「幸福寿命」につきましては、各人の主観的幸福感
を示す考え方（概念）であり、明確に定義をするこ
とが困難なため、現時点で計画に掲載することは
難しいと認識しております。
第6次総合計画においては、市民の多様なしあわ
せが続くよう、健康施策だけでなく、様々な分野
の施策が連携し、市民のしあわせの実現に向けて
取り組みを進めてまいります。

86
施策
19

1 基本方針
健康寿命は物理的なもののみをとらえて定義されてい
るのか。

本市における健康寿命の定義としては、「健康寿命の算定方法の指針」基
づき、「不健康な状態」を介護保険制度の要介護２以上になっているとし
て算出しております。

質疑応答

12
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87
施策
19

1 基本方針

物理的な意味での健康の前提にあるものが、今日人と
話をしたか、といった地域でのつながりや人とのつな
がりがあると思う。身体だけでなく心身ともに、という
視点で、人と人とのつながりも含めた健康づくりという
ところも記載していくべきではないか。健康づくりを市
民が狭い意味でとらえないような書きぶりを検討いた
だきたい。

例えばフレイルでいうと、身体的フレイルだけでなく社会的フレイルとい
う要素を含んでおります。組織的に運営されているもの以外にも、ゆるや
かなつながりへの参加などを含めた「通いの場」に参加できるようにする
こともめざしており、施策案の文言では「つながり」という文言では入って
おりませんが、意味合いとしては含んでいると考えております。

修正反映なし

「八尾市健康まちづくり計画」では、フレイル予防
の取り組みの推進に関して、社会参加や人付き合
いによる閉じこもり防止が有効であることを記載
し、重点的に取り組みを進めているところであ
り、基本方針①の「一人ひとりの健康をみんなで
支え守る地域づくりに取り組む」という表現にそ
の意図は内包されるものと考えております。

88
施策
20

1 その他
１つの施策に新型コロナウイルスに関することや大規模
震災、自殺対策などものすごく幅広い内容が含まれて
いる。どのようなルールで一括りとしているのか。

主に保健所が担当している内容をまとめた施策であり、健康を守る環境
づくりという意味で括っております。

質疑応答

89
施策
20

1 基本方針

基本方針②で「包括的に推進します」とあるが、いわゆ
る居場所づくりも含まれているのか。健康を守り支え
る環境として、自殺に至らないためにつながりをつくる
ような居場所づくりの確保もここに入るという理解で
よいか。
包括的に推進するというと非常に漠然としており、具
体的な取り組みを指す書きぶりを検討いただきたい。

居場所づくりも当然含まれております。自殺対策としては、様々な課題を
抱える中で、自殺に至ることがあるため、例えば困窮や居場所、家庭や
8050問題など、一つのことだけで解決できるものではなく、それらを包
括的に推進し、すべての取り組みが自殺対策につながっていくという思
いで取り組んでおります。ご意見を踏まえ、表現を検討いたします。

修正反映なし

自殺対策については、一つの取り組みだけで解
決できるものではなく、C.課題に記載する通り環
境づくりや孤立対策、正しい知識の普及啓発や人
材の育成など様々な取り組みを総合して進めて
いく必要があると考えております。具体的な内容
については課題に記載することとし、基本方針②
についてはそれらを包括的に推進するという表
現の中に、様々な取り組みを含むものと考えてお
ります。

90
施策
21

1 基本方針

基本方針④に「かかりつけ薬剤師」とあるが、かかりつ
け医や歯科医と違って、メリットがわかりにくい。どの
ようなメリットがあるのか。
かかりつけ薬剤師を持つことによるメリットが分かれ
ば、そこをアピールして情報発信するべきではないか。
かかりつけ医や歯科医が果たせない役割を薬剤師がカ
バーできるというような啓発を工夫いただきたい。

これまではかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局としており
ましたが、調剤だけでなく健康相談ができる薬局も増えております。薬を
もらうときに、健康相談を一緒に受けたりできるようになり、薬をもらう
だけだったのが、顔なじみの薬剤師ができることで、医者にも薬剤師にも
相談できるということで、相談窓口が増え、広い視点で健康相談が受け
られることがメリットと考えております。

質疑応答

91
施策
22

2 基本方針

めざす暮らし姿２にまちの美化について記載があるが、
路上喫煙については施策18の火災予防についても連
携があるのではないか。施策間の連携について書きぶ
りを工夫してはどうか。

路上喫煙のマナー啓発については、指導員が指導やマナー啓発を行って
おり、直接的に消防と連携することはないが、課題の項目１にある通り、
住まいと工場や畑などが混在しており、野焼き等何かあった際には消防
と連携し、対応を進めております。

質疑応答

92
施策
22

2 基本方針

課題の項目3で「新たな担い手が参加しやすい仕組み
を整備」とあるが、と基本方針③でも「新たな担い手が
参加しやすい仕組みづくり」となっており、同じ文言が
繰り返しになっているので、基本方針③をもう少しわか
りやすく書き換えていただきたい。

新たな担い手という課題に対して、現在の事業者における活動実態を踏
まえ、「公民連携等により」という文言を追加しておりますが、委員ご意見
を踏まえ、わかりやすい表現を検討いたします。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、基本方針③について「公民連携
等により新たな担い手の参加につなげます。」に
修正しました。

13
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93
施策
22

3 基本方針

めざす暮らし３に「市民や事業者等と協働し、」とある
が、基本方針④では”市民”という言葉が出て来ませ
ん。特に家庭系ごみは全体ごみ排出量の半分以上を占
めることから、事業者との連携だけでなく市民が実践
し、意識を高める必要があるのではないか。現状には
一部記載があるが、それだけでなく、解決するために市
民との協働という視点で、さらなる意識啓発も含め身
近なところから日々実践いただくといった内容を基本
方針にも記載することが必要ではないか。

基本方針の策定にあたり、市民との協働を前提に検討しておりますが、含
まれていることがわかるよう、ご意見を踏まえ表現を検討いたします。

修正反映あり

ごみは、事業活動だけではなく、市民生活におい
ても発生することから、その減量の取り組みもす
べての排出者で取り組むことが必要であり、その
ことが分かるよう基本方針④に追記します。

94
施策
22

3 基本方針

ごみ問題について、教育分野との連携はどのように進
められているのか。子どもから大人まで非常に身近な
課題であり、連携されている内容について、基本方針
④や現状等で記載されると良いのではないか。

市内の小学校４年生を対象に、再資源化の取り組みを行うリサイクルセン
ター学習プラザ「めぐる」において社会見学を実施しております。
また、地域の町会にもご協力いただき、ごみ減量推進員を委嘱し、地域に
おけるごみ減量を推進するためにご協力いただいております。その他、ご
み減量に資するご意見をいただくためのアンケート等も実施しておりま
す。

質疑応答

95
施策
22

3 基本方針
課題の項目4「広域的な廃棄物処理体制を構築する必
要がある」とあるが、基本方針④のどの部分で対応す
るのか。

基本方針④の「継続的な分別収集・処理を行う」という表現に含まれてお
り、現状の取り組みを引き続きしっかりと継続させていくという考え方で
お示ししております。

質疑応答

96
施策
23

1 基本方針

今回新たに追加した基本方針②について、具体的に不
動産事業者やNPOとの連携による支援が想定されて
いるが、具体的にどのように進めることを想定してい
るのか。

新たに方針を追加した背景として、一人暮らし高齢者が孤独死の問題な
どを懸念され、入居拒否されるケースが出てきております。そういった住
宅確保用配慮者もスムーズに入居できるよう、社会福祉法人や不動産事
業者、社会福祉協議会などと連携して、スムーズに入居できるよう支援し
ていきたいと考えております。今年度検討を進め、次年度以降試行実施
をしていきたいと考えております。

質疑応答

97
施策
24

1 基本方針

昨年度の総括でも指摘したが、小・中学校の児童生徒
が、認知症の方を見かけたときの声掛けの研修などを
大牟田市で実施されている。基本方針②あたりに、学
校園との連携を記載することはできないのか。「地域で
の支え合いの体制づくり」とあるが、その中に含んでい
たとしても、もう少し踏み込んだ書きぶりを検討しては
どうか。
事業者向けの取り組みについても、具体的に記載して
はどうか。

子どもの認知症への理解や見守りという点も大事だと考えております。
見守り体制づくりをする中で、認知症のサポーター養成としてキッズサ
ポーターの養成にも取り組んでおります。小学校でも講座を実施してお
り、子どもの見守りの目を養い、認知症への理解や、声掛け方法、何か
あったときに大人に相談するといった講座を、順次小学校を回りながら
取り組んでおります。
さらに、職域に対しても認知症の理解を広めていけるよう今後取り組ん
でまいります。

修正反映あり

小学校と連携しながら、認知症サポーター養成講
座を行っているため、B欄の実績に記載を行いま
す。また、事業者向けについては、D欄に記載を
行います。

98
施策
24

1 基本方針

基本方針①に関連して、孤独対策も認知症の予防につ
ながるのではないか。もっとボランティアに参加しても
らえるようPRを進めてほしい。孤独対策や健康づく
り、運動にもなると思うので、市政だよりやホームペー
ジも活用していただきたい。
募集だけでなく、活動状況も周知すればよいのではな
いか。

地域レビューや介護予防サポーターなど、すでに様々な取り組みを実施し
ており、ボランティアの養成とともに、養成した方の活躍の場の提供を一
体的に取り組んでおります。

修正反映なし

ボランティアの活動については、施策２３に関係
するため、施策２４での計画の修正は行いません
が、周知に関して引き続き取り組んでまいりま
す。

99
施策
25

1 基本方針
基本方針①で「制度等の周知を図ります」という文言を
追加されているが、周知が足りてないという認識から
文言を追加されたのか。

昨年度審議会でのご意見に加え、別の審議会でも、支援メニューがそろっ
ていながら、なかなか使われないというご指摘を受け、色々な制度・サー
ビスをもっと周知していく必要があると考え、追加しております。最初は
必要がないと思っていた方が必要になったときに使っていただけるよう
な取り組みを進めてまいります。

質疑応答

14
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100
施策
25

その他

放課後デイの制度が変更され、質を高めるために専門
資格を持った人を揃えないと継続できないという形に
変わってきたと認識している。現状八尾市において、継
続が難しくなり閉めざるを得ない事業者が増えるなど
といった状況はできているのか。また、それらに対し
て、支援を検討されているのか。

現状は、専門職の配置など制度の改正により放課後デイをやめる事業者
については聞いておりません。逆に放課後デイや児童発達支援はニーズ
が伸びており、事業所も増えている状況です。

質疑応答

101
施策
26

1 基本方針

昨年度の総括でも指摘したが、職員の能力向上や職員
研修を大きな課題として挙げられていたが、具体的な
表現がない。この辺りは基本方針②に含まれていると
いう認識か。
他市の取り組みも参考に、担当課だけの問題ではなく、
全庁的にすべての職員で行うという点をもっと前面に
打ち出すことを検討いただきたい。「気づく力を磨く」
という表現は良い言葉なので、追加してもいいのでは
ないか。

基本方針②の「機関同士の関係づくりや連携による支援体制の充実を図
ります」という中に職員のスキルアップも含まれております。
困窮状態を把握するために、窓口のスキルアップツールを全所属に配布
しており、窓口対応する中でその方の変化に気づき、必要な窓口へつな
げていただくための気づきの視点をまとめております。

修正反映あり

基本方針②について、支援が必要な人の複合的
な課題に対する市職員の能力向上について追記
するとともに、関係機関同士の連携について分か
りやすい表現となるよう修正します。

102
施策
27

1 基本方針
基本方針③にインターネット上の人権侵害についての
対応として「先進的な取り組みの研究、広域的な対応」
とあるが、具体的な取り組みを教えていただきたい。

インターネット上の人権侵害は全国的な課題でもありますので、他市の先
進的な取り組みや、八尾市だけでなく他市も含めた広域的な連携ができ
ないか検討しているところです。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、具体的な連携主体が分かるよ
う、基本方針③に追記します。

103
施策
27

2 基本方針

審議会指摘事項の【課題】にあるシェルター等の確保は
今後の課題であると考えるが、対応する基本方針の記
載がありません。例えば基本方針⑦に含まれるのか。そ
の場合は、空間・ハード整備が読み取れるような記載に
してはどうか。
現状に応じて、大阪府との連携について追記してはど
うか。

ＤＶ相談件数も年々増加している中で、シェルターについては重要な課題
と認識しております。現状は大阪府の女性相談センターと連携し、DV等
の避難においてご利用いただいております。本市独自で確保するかどう
かについては今後検討を進めてまいります。大阪府との連携については、
ご意見を踏まえ表現を検討いたします。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、基本方針⑥に相談支援等だけ
でなくシェルターでの一時保護なども含まれてい
ることが分かるよう追記します。

104
施策
27

2 基本方針

ジェンダーギャップ指数などを活用して、進捗の見える
化を図ってはどうか。１つの指標項目だけではなく、基
本方針⑦では女性活躍として職業生活がクローズアッ
プされており、基本方針⑥では地域の中での女性参画
というものもあり、他の指標などで推移がわかるよう
なものも検討できれば、施策の取り組みの推移がより
わかりやすくなるのではないか。

現在は、男女共同参画が実現していると思う市民の割合を指標として、令
和10年度36.5％をめざしております。
男女共同参画におけるアンケートも実施しており、その中で実施できない
か検討してまいります。

質疑応答

105
施策
27

2 基本方針

「女性が」という言葉がよく出ているが、この表現も見
直す時期に来ているのではないか。女性だけでなく男
性もDVを受けている方もいる。
一人ひとりの人権として考えたときに、男性が、女性が
ではなく、個人が、であったり書きぶりを見直しても良
いのではないか。「女性が」という言葉がいつまでも
残っていること自体がギャップではないのか。あらゆる
人が、個々が、といった表現に変更しても良いのではな
いか。今後検討いただきたい。

女性相談の中で男性の相談受けているケースもあり、今後書きぶりにつ
いて検討してまいります。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、基本方針⑦について”女性”を”
市民”という表現に修正します。
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106
施策
29

1 基本方針

基本方針①に「外国人市民が安心して暮らすことがで
きる環境づくり」とあるが、日本人市民も安心して暮ら
せるよう、日本の習慣や法律などについて、外国人市
民に知ってもらうという課題もあるのではないか。

多文化理解としては、日本人が外国文化を理解するとともに、外国の方
が日本文化を理解し、互いの文化を理解し尊重しあうことが多文化共生
と考えておりますので、ご意見の通り、相互理解を深めるよう推進してま
いります。

修正反映あり
基本方針①について、日本人が外国文化を、外国
人が日本文化を理解するという”相互理解”であ
ることが分かるような表現に修正します。

107
施策
29

1 その他

基本方針①については、施策３１の基本方針④にある
外国にルーツを持つ子どもたちの国際理解とも関連が
あると感じている。担当課の縦割りで進めるのではな
く、施策間連携を意識して取り組んでいただきたい。例
えば、外国人市民が多い校区など地域によって特性が
あるので、地域特性に合わせたモデル的な展開につい
ても取り組みを検討いただきたい。

ー 修正反映なし

第２次多文化共生推進計画でも、取り組み主体を
明確にして取り組んでおり、施策間の連携につい
ては、今後具体的な取り組みを立案する中で検
討してまいります。

108
施策
29

2 現状

現状の項目４に「国際交流センターにおいて日本語学
習の支援」とあるが、市民団体が日本語教室を実施す
るなど、草の根活動も行われている。そういった団体へ
の継続的な支援について、基本方針②で何か打ち出す
ことはできないか。
多言語で情報発信を行い、相談窓口を設置したので来
てくださいというだけでなく、アウトリーチで支援され
ている方が、行政の支援が行き届かないと立ち行かな
くなってしまう現状に対して、継続的なソフト面での支
援について盛り込んではどうか。

ー 修正反映あり

ご意見を踏まえ、基本方針②及びその課題にお
いて、外国人市民の意見を聞く”外国人市民会
議”について追記し、当事者や支援を行う方々の
意見も踏まえ、取り組みを充実していくことが分
かるような表現に修正します。

109
施策
29

3
めざす暮らしの
姿

めざす暮らしの姿３に「姉妹・友好都市をはじめとする」
とあり、その現状や課題では「青少年交流」がキーワー
ドとされているが、多文化共生という観点からみると、
非常に限定されている印象がある。基本方針③の方が
多文化共生に合致した広がりのある記載となってお
り、めざす暮らしの姿のような表現になっている。

めざす暮らしの姿の表現について、ご意見を踏まえ、広がりのある表現に
ついて検討いたします。

修正反映あり
めざす暮らしの姿３の課題において、多様な市民
が参加できる広がりのある交流事業を進める必
要があるという課題認識を追記します。

110
施策
29

3 課題

青少年交流事業についても、あくまでも手段であり、こ
れがどの程度多文化共生の推進に活かされているの
か。現状としては作品交流など非常に限定的なものと
感じるが、どのような実績があるのか。

コロナ禍においては作品交流等限定的な取り組みとなっておりましたが、
今年度からは中国上海市嘉定区へ市内中学生を派遣し交流を行ってお
り、多文化共生における市民間交流として進めていきたいと考えており
ます。

修正反映あり

コロナ禍以降停滞していた姉妹・友好都市との派
遣交流を再開し、互いに現地を訪れ、市民間交流
の促進に取り組むことが分かるよう、基本方針③
に追記します。

111
施策
29

3 課題
国際交流としては、市民全体へのイメージ薄く限定的に
感じます。青少年だけではなく、市民全体へ向けた具体
策や現在取り組んでおられることを記載してはどうか。

市民全体への取り組みに関する書きぶりについて、ご意見を踏まえ表現
を検討いたします。
なお、めざす暮らしの姿は原則、前期計画を踏襲しており、どのような書
きぶりとするのか検討してまいります。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、めざす暮らしの姿３の課題にお
いて、市民全体への取り組みが分かるような表現
に修正します。
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112
施策
30

3
めざす暮らしの
姿

めざす暮らしの姿３に「活動資源が集まる」とあるが、
活動資源とは具体的にどのようなものか。また集まる
ようになっているとはどこに集まるのか。
めざす暮らしの姿については原則変更されないとのこ
とだが、聞かないとイメージできない用語を使うのは
どうかという感想を持ちました。

「活動資源」とは、人や活動を通じてできあがるものなど様々な資源をイ
メージしており、「集まる」というのは、市内の様々な活動場所に人といっ
た資源が集まっていくというイメージをしております。

質疑応答

113
施策
31

1 基本方針
基本方針②に「幅広い世代の市民が学んだ知識や成果
を地域で実践し」とあるが、具体的にはどういった形で
実施されるのか。

「学んだ知識や成果を地域で実践し」については、フェスタかがやきという
生涯学習センターで開催する成果発表の場が代表的なものです。

質疑応答

114
施策
31

2 基本方針
基本方針⑤に「スポーツ観戦や各競技で活躍する選手
との触れ合い等を通じ」とあるが、具体的にはどういっ
た形で実施されるのか。

スポーツを楽しむ機会として、実際にプレーされる場合と観戦される場合
があると考えており、スポーツ観戦についてはプロスポーツの観戦機会
を”市民応援デー”として取り組んでおります。また、市内企業に所属する
全国レベルの選手と市民とのふれあいの場づくりについて取り組んでい
くことを想定しております。

質疑応答

115
施策
31

2 現状

現状の項目８に「スポーツ施設の老朽化」について記載
があるが、ハードの課題であり施策３３に関連するもの
である。課題や基本方針としてソフト面での対応が書か
れているが、ハード面に対する方向性等が記載されて
おらず、めざす暮らしの姿にも含まれていないため、ど
のように対応されるのか。

公共施設は市全体でハード面での取り組みを検討しており、施策３３の中
で具体的な展開を記載しております。
他の施策との書きぶりのバランスもありますので、ご意見を踏まえ現状
の表現について再度検討いたします。

修正反映あり

公共施設に関するハード面での方向性について
は施策33において取りまとめており、施策全体
のバランスを鑑み、スポーツ施設の老朽化に関す
る現状については、施策31から削除いたします。

116
施策
31

その他

コロナ禍から数年が経過し、小・中学校において運動会
の開催方法が変更され、入れ替え制や一部の観戦など
制限された形となっている。以前のような形で運動会
が開催されるようになるのか。

学校現場における判断となりますので、本日具体的な回答は難しいため、
担当課と共有させていただきます。

質疑応答

117
施策
32

3 基本方針

基本方針①に「データ等に基づく庁内横断的な議論」や
基本方針⑧に「適切かつタイムリーな情報提供」とあり、
情報公開を徹底して行うことで、政策を内部評価し、さ
らに外部に公表されることで市民もチェックでき、全体
として政策が次へ向けて改善されるという印象を持っ
た。現在八尾市として政策情報の公開という意味で、情
報公開の程度は進んでいる状況か。

例えば今回の審議会のように市民委員の参加促進や政策決定前にパブ
リックコメントを実施しており、また市民とのワークショップを行う等、政
策形成プロセスの工夫を進めております。また、国の提供するデータ等も
活用しながら政策形成を行っております。

質疑応答

118
施策
32

3 その他

審議会資料となっている「後期基本計画を策定する背
景」についてはホームページ等で公開されているのか。
どのようなデータを使って決定されたのか、策定プロ
セスを公開することで第三者が検証できるようにな
り、丁寧に公開することで信頼される行政経営につな
がるのではないか。

本審議会で使用している資料は市ホームページにて公開しており、これま
でに実施した審議会でのご議論についても公開しております。

質疑応答

17
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119
施策
32

3 その他

策定プロセスを公開し、どういったデータを使って決定
されたのか公開することにより、第三者が検証できる。
それが信頼される行政経営につながるのではないか。
情報公開ランキングで八尾市はどれくらいの位置か。
先進自治体の事例についても確認いただきたい。

担当課に確認し、ご回答いたします。 修正反映なし

本市における情報公開制度は八尾市情報公開条
例に基づき取り組んでおり、単純に他市と比較す
ることは難しい状況ですが、八尾市市民参画と協
働のまちづくり基本条例に基づき、基本的な政策
等を立案するときは、事前にその案を公表し、市
民の意見を求めるとともに、審議会等の運営にあ
たっては公募市民委員の選任するよう努めるも
のとしております。
市民とともにまちづくりを進めていくため、限り
策定のプロセスやその根拠を公開するよう引き
続き取り組んでまいります。

120
施策
32

1 基本方針

基本方針④に「市民に信頼され、行動する職員」とある
が、理想像はどういったイメージを描いているのか。
人材育成基本方針に書いてあるような市民に信頼され
る職員像の文言を基本方針に記載してはどうか。

本市の人材育成方針における考え方をお示ししております。具体的なめ
ざす職員像として、市民への寄り添う姿勢、迅速にリスクに対応する力、
行政のプロとして知識や経験を含めプロとしての自覚を持った姿勢など
を挙げております。本市ホームページにおいても公表しております。ご意
見を踏まえ、表現について検討いたします。

修正反映あり
「市民に信頼され、行動する職員」の具体的なイ
メージが分かるよう、基本方針④に追記します。

121
施策
32

3 その他

「やおっぷ」を使ってみたが、あまり使いやすいもので
はなかったが、３月から始まった「やおデジマップ」は非
常に使いやすかったので、何か連携することはできな
いか。

「やおっぷ」については、市政情報を公開するアプリとなっており、より見
ていただきやすいものにしていきたいと考えております。「やおデジマッ
プ」との連携につきましても引き続き検討してまいります。
「やおっぷ」は市政情報の発信ツールとして施策３２の基本方針⑧におい
て位置付けており、やおデジマップについては施策１４魅力ある都市づく
りにおいて一つのツールとして活用しておりますが、施策間での連携につ
いて今後検討してまいります。

修正反映なし
引き続き効果的な取り組みについて検討を進め
てまいります。

122
施策
32

3 その他

マイナンバーを使ってコンビニに証明書を取りに行った
が、窓口での発行時間と同じ時間帯でしか発行できな
かったので、より市民の利便性が向上するよう取り組
んでいただきたい。

電子申請や書かない窓口といった取り組みを進めておりますが、コンビ
ニ交付については、対象となる証明書によって交付できる時間帯が異
なっており、一部時間の制約があるものがあります。

修正反映なし

実態として委員のご意見内容については、現行施
策の運用の中で対応を検討するもので、これらの
ことも全て含めた中で、基本方針案を設定してい
ることから修正反映なしで考えます。

123
施策
33

1 基本方針
基本方針①に「優先順位検討し」という内容が記載され
たのは非常に良いことで、選択と集中としてこの用語
は非常に大事だと思います。

ー 質疑応答

124
施策
33

2 基本方針

公共施設の効率的な配置がサービス低下になってはい
けませんし、市民の利便性にも影響があるのではない
か。サービスの適正化とあるが、適正化を図りつつさら
なるサービス向上を図るなど、効率化が市民にとって
も向上につながるといった書きぶりに工夫いただきた
い。

公共施設は市民サービスのための施設であり、他の施設とハード面で重
複している部分について複合化を進めることで、サービスを低下させる
ことなく、維持管理の視点として効率的なものにしていくことを想定して
おります。ご意見を踏まえ、基本方針の表現について検討いたします。

修正反映あり

基本方針②について、サービスの適正化ではサー
ビス向上の印象が薄いと考え、「公共施設総量及
び公共施設のサービスを適正化します。」を「市民
サービスの最適化を図りつつ公共施設総量の適
正化に取り組みます。」と修正します。
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No 施策
めざす暮ら
しの姿

該当箇所 委員ご意見内容 後期基本計画案における考え方（担当課回答内容） 施策案の修正 修正有無の考え方

125
施策
34

1 基本方針

基本方針①について、これまでの基本方針と比べて非
常に抽象的な記載となっている。
課題の内容にあわせて、「たゆみない行財政改革」と
は、どのように取り組んでいくのかもっと具体的な方
針を記載いただけないか。前期計画における状況も踏
まえ、ぜひ書きぶりをご検討いただきたい。

前期基本計画では、スクラップ＆ビルドの推進といった具体的な内容を
記載していたが、個々の事業見直しを主とする印象を与える書き方だっ
たと感じております。この間の取り組みとしては公民連携・協働の推進や
新たな歳入確保としてふるさと納税やクラウドファウンディング等、幅広
く取り組んできたところであり、今後も広く改革の取り組みを進めるとい
う意図で抽象的な表現としたところでしたが、ご意見を踏まえ具体的で
わかりやすい表現について検討いたします。

修正反映あり
ご意見を踏まえ、基本方針①に行財政改革の具
体的な取り組み方針を記載しました。

126
施策
34

2 課題

めざす暮らしの姿２に関連して、近年ICTにまつわるサ
イバー攻撃やウィルスといった問題をよく聞くがが、課
題として、ウィルス対策や情報漏洩対策といった安全性
の強化といった課題の記載が必要ではないか。

ICT活用推進のベースとなるのがセキュリティであり、安全・安心である
ことを前提に進めておりますので、ご意見を踏まえ課題の表現について
検討いたします。また、本市セキュリティについては、令和５年度にセキュ
リティに関するガイドラインも新たに作成（八尾市情報セキュリティポリ
シーの全部改正）しております。

修正反映あり
情報セキュリティを考慮した取り組みは必須であ
ることから、基本方針②及びその課題に追記しま
す。

127
施策
34

2 基本方針

基本方針②において、行政側の視点での書きぶりに
なっているのではないか。デジタル化を進めるにあた
り、アナログ対応というか、高齢者も参加しやすいよう
に、取りこぼさずに進めていくという姿勢が記載され
ているといいのではないか。

市政情報の発信や行政手続きついて、紙での情報媒体も必要と考えてお
り、施策34におけるICTの活用推進を進める中でも、様々なデジタルの
手続きに慣れていただけるよう、他の施策における利用講座等も開催し
ながら進めております。施策間の連携としては、施策23におけるめざす
暮らしの姿２において、地域においてデジタル技術を伝える人材の育成
についても取り組んでおり、福祉施策との連携についても実施してまいり
ます。

修正反映なし

施策間の連携については、具体的な取り組みを
立案する中で検討しております。ご意見も踏ま
え、デジタル技術の活用における福祉施策の連携
等、誰一人取り残さない市民に寄り添った対応と
なるよう、施策間での連携促進に取り組んでまい
ります。

128 全体 その他

総合計画だからかもしれないが、どうしても主語で市
であるものが多い。市民や、多様な主体が主語になる
余地や施策がもっとあってもよいのではないか。
担い手の課題が書かれており、課題が浮き彫りになっ
ている中で、市としてできることは結局啓発だけとな
ると今まで通りで止まってしまうのではないか。様々な
人の役割を含めた形での計画のあり方を検討されても
良いのではないか。

ー 修正反映なし

第6次総合計画では、それぞれの主体の役割を予
め決めてしまうのではなく、多様な主体が立場を
超えて、互いの強みを結集し、ともに課題解決に
取り組む「共創と共生」という考え方を1つの推進
方策としております。
ご意見を踏まえ、次期総合計画の策定に向けて、
総合計画のあり方について検討を進めてまいり
ます。

129 全体 その他

資料の上段表の中で、【課題】に「対応方針として、シェ
ルター等の確保や設置についても検討することが期待
される」とあるが、下段表の各基本方針には体制整備
や啓発についてしか書かれていない。
課題については今回の基本方針に含まれていなくても
仕方がないということか。

上段の審議会指摘事項にある【指標】【課題】【その他】については、昨年度
前期基本計画を総括する中で審議会からいただいた個別施策への指摘
事項となっております。これらのご意見も踏まえ検討した結果として、下
段の表に後期基本計画における各施策の基本方針としてお示ししており
ます。

質疑応答

130 全体 その他
各施策で関連するものがあり、矛盾なくつながりがわ
かりやすい表現となるようしっかり確認いただきたい。

ー 質疑応答

131 全体 その他

市政だよりは見るが、「やおっぷ」やホームページ、ライ
ンは見る機会が少ない。費用はかかるかもしれないが、
高齢者にとって小冊子を配付いただく方が見やすいの
ではないか。

ー 修正反映なし
引き続き、多様な市民にとって、効果的な取り組
みについて検討を進めてまいります。
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